
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
、
普
通
徴

収
の
方
に
は
納
税
通
知
書
に
チ

ラ
シ
を
同
封
す
る
予
定
で
す
。

問

収
納
率
は
ど
の
く
ら
い
見

込
ん
で
い
る
の
か
、
収
納
率
向

上
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長

平
成
18
年
度
課
税
分
の

市
税
収
納
率
で
は
、
本
年
４
月

末
現
在
に
お
け
る
現
年
度
分
の

収
納
率
は
94
・
１
％
で
あ
り
、

平
成
17
年
度
の
同
時
期
と
比
較

す
る
と
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
上

昇
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

17
年
度
決
算
に
お
け
る
現
年
度

分
の
収
納
率
が
94
・
１
％
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
出
納
閉
鎖
期
に

あ
た
る
５
月
末
時
点
で
は
、
平

成
17
年
度
の
収
納
率
を
若
干
上

回
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

収
納
率
向
上
へ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
で
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
千
葉
県
滞
納
整
理
推

進
機
構
と
の
連
携
徴
収
で
す
。

本
市
が
単
独
で
行
う
取
り
組
み

と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
の
導
入
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

◆
少
子
化
対
策

問

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
大
に

つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

市
長

平
成
19
年
１
月
、
厚
生

◆
八
街
市
の
経
済
活
性
化
策

○
地
域
通
貨
を
創
設
し
て
の
活

性
化
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
い

か
が
か
。

問

地
域
通
貨
に
よ
る
街
づ
く

り
が
成
果
を
上
げ
、
各
地
に
広

が
っ
て
い
る
。
地
域
経
済
活
性

化
策
と
し
て
研
究
、
検
討
で
き

な
い
か
伺
う
。

市
長

近
年
、
日
本
国
内
で
も

地
域
通
貨
に
対
す
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
は
じ
め
、
そ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
や
商
工
会
議
所
の

八
街
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
の
中
で
も
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
の
情
報
収
集
を
し
な

が
ら
、関
係
者
と
と
も
に
調
査
、

研
究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

厚
生
労
働
省
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
の
貢
献
ポ
イ
ン
ト
や
地

域
通
貨
な
ど
で
、
介
護
保
険
料
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一 般 質 問

公公

明明

党党

鯨
井
眞
佐
子

京
増
　
良
男

新
宅
　
雅
子

川
上
　
雄
次

新
宅
　
雅
子

個
人質問

川
上
　
雄
次

個
人質問

の
納
付
を
可
能
に
す
る
制
度
の

実
現
を
決
め
た
が
、
本
市
は
ど

う
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

市
長

本
年
５
月
７
日
付
け
で

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
地
域
支
援
事
業
交
付
金

の
活
用
に
つ
い
て
」
に
関
す
る

通
知
が
厚
生
労
働
省
よ
り
あ

り
、
本
市
は
、
試
行
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
稲
城
市
の
状
況
、

さ
ら
に
は
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
の
状
況
な
ど
の
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
榎
戸
駅
周
辺
の都

市
基
盤
整
備

○
本
市
の
副
次
核
と
し
て
の
榎

戸
周
辺
の
整
備
計
画
の
推
進
策

を
伺
う
。

問

榎
戸
駅
周
辺
整
備
に
向
け

て
、
駅
周
辺
整
備
推
進
委
員
会

な
ど
を
立
ち
上
げ
、
市
民
の
安

全
と
利
便
性
、
地
域
の
経
済
と

社
会
の
活
性
化
な
ど
具
体
的
な

プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
足
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長

榎
戸
駅
を
中
心
と
し
た

駅
周
辺
部
に
は
、
泉
台
、
み
ど

り
台
の
民
間
開
発
に
よ
る
大
規

模
住
宅
団
地
が
あ
り
、
市
の
総

合
計
画
２
０
０
５
の
基
本
計
画

に
お
い
て
、
市
の
都
市
副
次
核

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
快
適
な
生

活
空
間
の
形
成
を
図
る
区
域
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
法
令
改
正
に
伴
い
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

民
間
企
業
が
施
工
主
体
と
な
り
、

区
画
整
理
会
社
と
し
て
事
業
の

実
施
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
民
間
主
導
に
よ
る
取
り
組
み

を
適
切
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
各
種
整
備
手
法
を
考
慮
に

入
れ
、
幹
線
道
路
等
と
周
辺
宅

地
の
利
用
増
進
等
、
一
体
的
な

市
街
地
の
形
成
を
図
る
よ
う
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

榎
戸
駅
の
整
備
に
向
け

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行

に
よ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

は
い
つ
頃
ど
の
様
に
施
工
す
る

予
定
か
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら

の
支
援
策
を
伺
う
。

市
長

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
平

成
22
年
ま
で
に
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
に
基
づ
き
、
１
日
の
乗

降
客
が
５
千
人
以
上
の
す
べ
て

の
駅
施
設
を
対
象
と
し
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
計
画
を
進
め
て
お

り
、
５
千
人
以
上
の
利
用
が
あ

る
榎
戸
駅
も
既
存
の
跨
線
橋
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
検
討
し

て
お
り
、
近
々
具
体
的
な
事
業

化
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
た
い

旨
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
市

も
こ
の
機
会
を
活
用
し
、
榎
戸

駅
施
設
全
般
、
さ
ら
に
は
周
辺

エ
リ
ア
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
榎
戸
駅
周
辺
の
地
元
の
皆

さ
ん
に
よ
る
駅
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
な
ど
の
意

見
も
伺
い
な
が
ら
、
こ
の
エ
リ

ア
の
望
ま
し
い
将
来
像
を
視
野

に
入
れ
た
跨
線
橋
の
改
修
に
つ

い
て
Ｊ
Ｒ
側
と
の
そ
の
実
施
時

期
も
含
め
て
協
議
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
歳
入
確
保
の
施
策

○
安
定
し
た
財
政
運
営
に
欠
か

せ
な
い
収
納
率
向
上
策
を
伺
う
。

問

19
年
度
分
よ
り
税
制
改
革

に
よ
り
個
人
住
民
税
が
変
わ
る

が
、
市
民
へ
の
説
明
は
万
全
か

伺
う
。

市
長

税
源
移
譲
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
た
周
知
、
広
報
活
動

は
、
国
で
は
総
務
省
と
全
国
地

方
税
務
協
議
会
な
ど
の
関
係
団

体
が
連
携
し
て
ポ
ス
タ
ー
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
マ
ス
コ

ミ
を
通
じ
た
広
報
な
ど
を
行

い
、
県
で
は
県
都
市
税
務
協
議

会
な
ど
の
団
体
と
連
携
を
と

り
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
チ

ラ
シ
の
配
布
、
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
た
広
報
な
ど
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
本
市
は
、
広
報
や
ち
ま

た
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
各
戸
配
布
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
納
税
者
の
皆
様

へ
の
直
接
的
な
働
き
か
け
と
し

て
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
パ
ン

労
働
省
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
の
望
ま
し
い
あ
り

方
に
つ
い
て
、
５
回
程
度
の
公

費
負
担
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

と
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
健
全
な
母
子
保
健
の
推
進

の
た
め
に
、
ま
た
少
子
化
の
対

策
と
し
て
公
費
負
担
の
回
数
や

内
容
及
び
助
成
の
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

不
妊
症
対
策
支
援
事
業
に

つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

市
長

不
妊
症
に
悩
む
夫
婦
に

対
し
、「
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
」
は
、
千
葉
県
で
は
平

成
17
年
１
月
に
開
始
さ
れ
指
定

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た

後
、
申
請
に
よ
り
費
用
を
助
成

す
る
も
の
で
、
当
市
の
方
も
数

名
が
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
開
始
後
、
毎
年
改

正
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

平
成
19
年
度
は
１
年
度
あ
た
り

１
回
10
万
円
を
２
回
ま
で
と
回

数
が
増
え
、
期
間
も
当
初
は
通

算
２
年
ま
で
で
し
た
が
５
年
に

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

問

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
活

用
に
つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

市
長

妊
産
婦
に
対
す
る
や
さ

し
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
国
民
及
び
関
係
機
関
や


